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農産物のうち，キャベツ，あまなつ，りんごについて，LC/MS/MS 法による残留

農薬一斉分析法の妥当性評価を行った。｢食品中に残留する農薬等に関する試験法

の妥当性評価ガイドライン｣に基づき，当所で検査している LC/MS/MS 項目につい

て，添加濃度 0.01g/g および 0.1g/g の 2 濃度により妥当性評価を行ったとこ

ろ，キャベツが 54 項目，あまなつが 44 項目，りんごが 60 項目について検査可能

であった。 

 

キーワード：LC/MS/MS，残留農薬，妥当性評価 

 

は じ め に 

当所では農畜水産物中の残留農薬や動物用医薬

品等の試験を行っており，分析法の改良や精度管

理にも精力的に取り組んでいる 1-4)ところである

が，平成 22 年に出された厚生労働省通知 5)によ

り，これらの試験方法について，妥当性評価を行

う必要が生じた。これを受けて平成 25 年 12 月

13 日以降は，妥当性評価が完了していない試験

方法による結果を正式な結果とすることはできな

いため，当所でも対応しているところである。 

このたび，キャベツ，あまなつ，りんごについ

て残留農薬(LC/MS/MS 項目)の妥当性評価を行っ

たので報告する。 

 

方 法 
1   妥当性評価対象試料 

｢食品中に残留する農薬等に関する試験法の妥

当性評価ガイドライン｣6)(以下｢ガイドライン｣と

称する。)において，代表的な農作物として例示

されているキャベツ，オレンジ，りんごを妥当性

評価対象試料とする予定であったが，オレンジは

適切なブランク試料が入手できなかったため，か

んきつ類を代表する農作物としてあまなつを使用

した。 

添加回収試験の方法は既報 4)のとおり。 

2   試薬 

既報 4)のとおり。 

3   装置 

既報 4)のとおり。 

 

4   測定条件 

ほぼ既報 4)のとおりの条件であるが，流速につ

いて，機器の耐圧性の観点から 0.18ml/min へと

修正を行った。 

また，あまなつとりんごの妥当性評価にはアゾ

キシストロビンを評価対象項目に加えた。アゾキ

シストロビンの MS/MS 条件は以下のとおり。 

・ピリオド:ポジ 1-1，保持時間:14.1 分 

・Q1(m/z):404 

・定量条件 

Q3(m/z):372，DP:36，CE:19，CXP:26 

・定性条件 

Q3(m/z):344，DP:36，CE:35，CXP:24 

5   試験溶液の調製 

ほぼ既報 4)のとおりであるが，試験法の改良を

検討した結果，以下の 2 点について修正を行った。 

(1)ENVITM-Carb Ⅱ/PSA カラムを用いてアセトニ

トリル－トルエン(3:1)混液で溶出する際，溶

出量を 30ml から 15ml に修正した。 

(2)果実(今回はあまなつとりんごが該当)につい

ては，塩化ナトリウムを添加した後，硫酸マグ

ネシウムを添加する前に，クエン酸三ナトリウ

ム 2 水和物 1g とクエン酸二ナトリウム 1.5 水

和物 0.5g を添加することとした。 

6   検量線の作成 

既報 4)のとおり。 

7   枝分かれ試験 

既報 4)のとおり。 

 

結 果 と 考 察 
今回の検討において，選択性および定量限界に

ついては，ガイドラインで示されている要件を満*：退職 
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足した。それぞれの対象試料の真度および精度に

ついて以下に示す。 

1   キャベツ 

ガイドラインにおける真度(回収率)の目標値は，

延べ 10 回の測定値の平均で 70～120％である。

また，併行精度および室内精度の目標値は，添加

濃度 0.1g/g の場合が併行精度 15％未満および

室内精度 20％未満であり，添加濃度 0.01g/g の

場合が併行精度 25％未満および室内精度 30％未

満である。 

ブランク試料に 0.01g/g および 0.1g/g とな

るように混合標準液を添加し，それぞれの延べ

10 回の試験の平均回収率を求めた。また，表計

算ソフトにより一元配置分散分析による解析を行

い，併行精度および室内精度を算出した。表 1 に

その結果を示す。 

チオジカルブはメソミルに代謝されることから，

チオジカルブおよびメソミルは 1 項目として扱い，

検討した計 63 項目のうち，54 項目で目標値を満

足した。 

2   あまなつ 

 アゾキシストロビンを加えてそれまでと同様に

測定したところ，64 項目のうち 40 項目が回収率

で 70～120％を満足できなかった。かんきつ類は

イオン化抑制が起こりやすいため，多数の項目で

回収率が大幅に下がったものと考えられる。この

ため，検査可能項目数の増加を目的として試験方

法の改良を試みた。方法としては，塩化ナトリウ

ムと硫酸マグネシウム添加時のクエン酸塩の追加

添加および精製時の C18 カラム使用の 2 方法を検

討した 7)。 

 その結果，C18 カラム使用では思わしい結果が

得られなかったが，クエン酸塩の添加では改善が

見られたため，果実類についてこの手法を採用す

ることとした。 

あまなつの真度および精度の算出結果を表 2 に

示す。表中の横線(－)は，真度 0 の試料があった

ため精度が計算不能であったことを示す。既報 4)

と同様に，基準値が 0.1g/g 以上の項目について

は，添加濃度 0.1g/g での目標値を満足した場合

は検査可能とした。この結果，検討した 64 項目

のうち 44 項目で検査可能という結果が得られた。 

3   りんご 

 りんごについては，検討項目すべてを含まない

ブランク試料を入手することができなかったため，

ボスカリドについてはブランク値を差し引いて評

価を行った。その結果，添加濃度 0.01g/g では

併行精度および室内精度の目標値を満足すること

ができなかったが，添加濃度 0.1g/g で真度およ

び精度の目標値を満足することができた。 

りんごの真度および精度の算出結果を表 3 に示

す。あまなつと同様に評価を行った結果，64 項

目のうち 60 項目で検査可能という結果が得られ

た。 

 

ま と め 

キャベツ，あまなつおよびりんごについて，

LC/MS/MS 項目 64 農薬の妥当性評価を行ったとこ

ろ，キャベツで 54 項目，あまなつで 44 項目，り

んごで 60 項目が検査可能であった。 

代表的作物とされる 5 種の農産物で，LC/MS/MS

項目の評価がひととおり終了したため，今後は当

所で検査を行う未評価品目の妥当性評価を行って

いく予定である。 
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表 1 キャベツの真度(回収率)および精度の結果 

回収率(％) 併行精度(％) 室内精度(％) 回収率(％) 併行精度(％) 室内精度(％)
ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 22.1 10.1 52.5 31.1 7.4 14.4

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 34.3 9.1 17.9 53.5 4.8 5.1
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 14.8 28.7 73.4 40.4 4.1 13.1
ｸﾛﾘﾀﾞｿﾞﾝ 79.3 2.6 8.6 86.0 2.0 3.7

ｵｷｼｶﾙﾎﾞｷｼﾝ 71.1 6.2 8.3 75.2 5.3 5.3
ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 75.2 2.0 11.5 80.9 2.2 2.8

ﾁｱﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ 92.8 6.3 6.3 91.8 4.6 4.6
ｱｻﾞﾒﾁﾎｽ 88.3 4.1 5.3 84.0 3.6 5.7
ｼﾞﾒﾁﾘﾓｰﾙ 76.4 4.5 12.5 80.3 1.7 5.0
ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ 94.9 2.6 4.8 95.1 3.3 6.3

ｲｿｷｻﾌﾙﾄｰﾙ 83.7 4.7 8.9 84.9 5.3 6.5
ﾌｪﾝﾒﾃﾞｨﾌｧﾑ 91.8 2.2 3.3 90.9 3.5 3.9
ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 88.5 8.0 11.0 95.9 7.1 8.0
ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ 97.7 4.4 6.9 95.0 3.5 3.6
ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ 98.7 3.9 5.1 95.7 4.5 5.2

ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 99.5 3.2 6.9 96.5 3.5 4.3
ｲﾌﾟﾛﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞ 97.3 3.0 5.3 95.4 2.7 3.6

ｸﾐﾙﾛﾝ 95.0 2.8 6.2 92.4 3.9 5.1
ﾌﾞﾀﾌｪﾅｼﾙ 96.7 3.6 5.3 93.7 3.5 3.5
ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ 91.9 3.1 7.4 94.0 1.4 2.2
ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ 92.6 2.0 2.6 92.5 2.2 5.9
ﾌｪﾉｷｼｶﾙﾌﾞ 98.1 2.9 4.7 94.6 3.8 3.9

ｱﾆﾛﾎｽ 97.3 2.3 5.3 96.7 3.9 4.2
ｼﾌﾙﾌｪﾅﾐﾄﾞ 94.1 3.4 3.4 92.2 2.6 3.5
ﾋﾟﾗｿﾞﾘﾈｰﾄ 60.3 18.1 18.7 62.3 9.4 16.1
ｲﾝﾄﾞｷｻｶﾙﾌﾞ 99.4 3.6 5.9 93.3 5.1 7.0
ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟ 98.3 3.3 5.4 93.9 4.6 5.1

ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟ-p-ﾃﾌﾘﾙ 59.7 6.3 12.2 60.3 6.0 10.5
ﾌﾗﾁｵｶﾙﾌﾞ 89.8 1.6 1.6 86.7 4.7 4.7
ﾗｸﾄﾌｪﾝ 86.4 5.5 6.2 89.2 3.4 3.5

ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ 88.0 6.1 6.1 94.8 3.1 3.3
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ 96.2 4.2 4.2 97.5 4.4 5.1
ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟｴﾁﾙ 91.3 4.9 5.2 95.7 3.5 4.1
ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ 90.7 11.5 11.5 93.2 7.7 9.0

ｸﾛｷﾝﾄｾｯﾄﾒｷｼﾙ 98.3 4.2 4.2 95.0 2.7 2.7
ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ1 95.3 1.6 5.2 95.5 4.1 4.1
ﾄﾘﾃﾞﾓﾙﾌ1 97.9 8.0 11.7 95.1 3.5 8.2
ﾄﾘﾃﾞﾓﾙﾌ2 96.5 11.0 11.0 93.5 3.4 6.0
ｵｷｻﾐﾙ 79.1 3.0 3.3 86.3 3.0 3.3
ﾒｿﾐﾙ 120.5 2.1 8.4 119.9 3.3 8.0

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 89.0 3.3 4.0 93.6 2.5 3.3
ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ 92.4 3.2 7.0 91.3 3.2 4.4

MTMC 106.0 11.6 11.9 97.5 8.6 14.3
PHC 94.0 3.1 3.2 95.6 2.5 3.5

ｱﾐﾉｶﾙﾌﾞ 93.6 3.5 6.7 91.5 4.9 4.9
ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 94.5 2.5 3.8 95.5 2.2 2.4

ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 109.5 1.9 6.8 104.7 2.2 3.0
ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 93.0 3.6 4.0 95.0 2.1 3.6
MPMC 96.3 2.8 3.2 94.9 3.1 3.1
XMC 95.4 4.2 4.2 92.7 3.6 3.6

ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 81.9 5.0 7.2 81.7 2.3 5.9
ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ 34.3 4.6 36.5 42.1 4.7 25.4
ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 95.5 2.3 2.3 93.5 2.5 3.3
ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 95.2 2.0 3.8 93.5 2.6 2.7
ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ 89.6 2.9 3.2 93.3 4.0 4.1
ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ2 90.0 3.0 5.0 95.6 4.2 4.5
ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 86.2 4.4 6.4 87.3 5.3 5.3

ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄZ 66.3 5.2 7.9 78.8 5.2 8.1
ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ 83.6 8.5 24.6 65.2 8.6 19.8

ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄE 67.5 8.9 11.5 74.5 8.0 11.6
ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ 61.2 6.6 11.5 61.1 9.3 17.7
ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ 83.9 7.5 11.8 98.6 1.9 6.0
ﾋﾟﾘﾐｶﾙﾌﾞ 95.1 2.2 4.3 96.1 2.9 3.5

ﾄﾗﾙｺｷｼｼﾞﾑ1 19.4 27.6 27.6 14.1 9.8 35.0
ﾄﾗﾙｺｷｼｼﾞﾑ2 20.6 23.2 41.7 21.4 13.9 47.6
ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 87.5 0.8 3.6 91.2 3.9 3.9

ｵﾘｻﾞﾘﾝ 83.6 4.1 5.5 91.6 3.8 4.8
ﾅﾌﾟﾛｱﾆﾘﾄﾞ 90.8 3.3 3.8 93.4 3.3 4.4

ﾒｿﾐﾙ･ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞの平均 77.4 1.4 4.6 81.0 2.6 2.6

添加濃度0.01g/g農薬名 添加濃度0.1g/g
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表 2 あまなつの真度(回収率)および精度の結果 

回収率(％) 併行精度(％) 室内精度(％) 回収率(％) 併行精度(％) 室内精度(％)
ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 66.4 6.6 10.0 81.7 2.6 6.3

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 64.7 10.2 11.4 82.0 4.0 7.4
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 56.5 9.8 21.1 81.0 4.6 11.0
ｸﾛﾘﾀﾞｿﾞﾝ 83.9 5.0 7.7 85.2 2.4 2.8

ｵｷｼｶﾙﾎﾞｷｼﾝ 63.4 9.0 17.4 75.0 5.2 8.0
ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 76.0 16.9 16.9 86.1 6.1 6.1

ﾁｱﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ 5.2 － － 1.6 － －
ｱｻﾞﾒﾁﾎｽ 14.9 29.3 48.3 28.0 6.5 17.9
ｼﾞﾒﾁﾘﾓｰﾙ 57.2 2.1 9.8 69.6 3.3 8.3
ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ 66.4 6.5 7.3 72.3 5.2 8.3

ｲｿｷｻﾌﾙﾄｰﾙ 58.8 14.2 16.4 65.6 5.5 8.2
ﾌｪﾝﾒﾃﾞｨﾌｧﾑ 76.0 3.5 7.0 80.5 2.2 4.3
ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 67.3 3.8 8.4 80.2 5.7 10.1
ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ 85.4 5.0 5.2 89.0 3.7 4.6
ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ 75.2 3.6 10.3 82.9 3.4 3.4

ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 75.5 3.0 6.1 84.5 1.5 2.6
ｲﾌﾟﾛﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞ 75.5 2.5 3.1 82.6 1.5 3.1

ｸﾐﾙﾛﾝ 43.3 3.8 12.2 61.7 4.7 5.6
ﾌﾞﾀﾌｪﾅｼﾙ 76.7 6.3 7.6 84.7 2.0 5.1
ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ 68.5 1.9 12.9 81.2 1.5 2.8
ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ 40.2 6.2 23.1 64.1 2.0 10.3
ﾌｪﾉｷｼｶﾙﾌﾞ 49.5 10.7 14.0 57.6 10.0 14.1

ｱﾆﾛﾎｽ 85.6 4.4 5.9 89.0 2.1 4.8
ｼﾌﾙﾌｪﾅﾐﾄﾞ 77.4 4.7 7.9 81.0 1.5 4.8
ﾋﾟﾗｿﾞﾘﾈｰﾄ 60.3 7.5 18.9 69.2 5.7 14.5
ｲﾝﾄﾞｷｻｶﾙﾌﾞ 89.8 9.8 9.8 89.4 4.6 7.2
ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟ 93.7 3.4 5.7 87.2 3.2 4.9

ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟ-p-ﾃﾌﾘﾙ 80.9 5.1 13.8 77.8 12.4 13.8
ﾌﾗﾁｵｶﾙﾌﾞ 94.5 2.9 6.4 90.8 2.4 4.0
ﾗｸﾄﾌｪﾝ 89.9 5.4 8.7 87.4 2.5 4.2

ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ 48.3 11.0 38.6 51.7 21.9 30.5
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ 96.3 1.8 4.2 91.4 1.7 3.9
ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟｴﾁﾙ 89.5 2.5 7.6 86.0 4.3 5.9
ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ 90.4 11.1 11.5 89.6 5.0 5.7

ｸﾛｷﾝﾄｾｯﾄﾒｷｼﾙ 81.7 5.1 7.5 81.1 5.5 10.8
ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ1 68.2 7.3 8.1 74.2 2.8 5.5

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 86.2 1.8 6.6 87.8 1.4 3.0
ﾄﾘﾃﾞﾓﾙﾌ1 76.4 8.2 34.3 85.3 2.8 4.5
ﾄﾘﾃﾞﾓﾙﾌ2 84.2 6.9 13.4 82.9 6.9 7.4
ｵｷｻﾐﾙ 86.2 3.5 5.2 87.0 1.3 3.6
ﾒｿﾐﾙ 89.0 4.3 6.0 91.1 2.7 3.6

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 87.5 5.3 5.8 91.7 2.1 4.2
ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ 86.1 3.4 7.0 88.9 3.3 4.5

MTMC 94.4 10.9 12.2 94.2 7.8 7.8
PHC 57.6 4.8 6.7 63.9 3.4 7.9

ｱﾐﾉｶﾙﾌﾞ 36.3 3.4 11.2 48.4 2.2 12.8
ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 35.8 4.4 14.3 49.2 3.2 9.9

ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 63.0 2.0 8.1 76.7 2.4 5.6
ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 88.5 2.6 3.1 90.4 2.3 3.7
MPMC 91.6 2.2 2.7 90.8 1.6 2.4
XMC 94.6 4.7 5.7 93.5 2.2 3.3

ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 89.0 2.1 3.2 90.0 3.0 3.1
ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ 42.0 8.4 20.2 57.5 9.2 17.8
ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 87.6 2.5 5.9 89.6 2.6 3.7
ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 89.3 2.1 5.0 89.9 1.4 3.3
ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ 84.1 1.0 3.5 89.8 0.8 2.8
ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ2 61.1 8.9 14.0 75.2 2.9 6.5
ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 81.8 4.1 5.2 88.4 1.5 4.6

ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄZ 75.2 9.0 9.0 84.7 1.5 4.8
ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ 56.6 6.3 39.1 60.9 5.3 21.9

ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄE 86.2 4.4 6.2 83.5 2.2 5.1
ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ 28.1 24.5 30.5 43.1 8.2 23.2
ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ 17.1 56.1 56.1 36.6 20.7 20.7
ﾋﾟﾘﾐｶﾙﾌﾞ 67.7 3.3 9.0 75.2 4.1 7.0

ﾄﾗﾙｺｷｼｼﾞﾑ1 0.0 － － 6.5 － －
ﾄﾗﾙｺｷｼｼﾞﾑ2 0.0 － － 14.0 － －
ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 73.4 3.8 9.6 86.6 1.1 6.9

ｵﾘｻﾞﾘﾝ 63.4 2.7 10.9 74.8 1.9 3.4
ﾅﾌﾟﾛｱﾆﾘﾄﾞ 81.3 3.9 14.1 87.1 3.9 9.4

ﾒｿﾐﾙ･ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞの平均 65.5 3.4 7.3 74.3 4.8 8.4

添加濃度0.01g/g農薬名 添加濃度0.1g/g
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表 3 りんごの真度(回収率)および精度の結果

回収率(％) 併行精度(％) 室内精度(％) 回収率(％) 併行精度(％) 室内精度(％)
ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 81.8 3.3 9.7 89.7 4.1 4.1

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 90.9 4.4 8.8 93.7 4.3 5.1
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 89.6 9.0 14.1 92.8 4.7 4.7
ｸﾛﾘﾀﾞｿﾞﾝ 86.7 5.5 10.5 90.3 4.7 6.0

ｵｷｼｶﾙﾎﾞｷｼﾝ 74.0 5.8 8.3 79.6 5.0 6.0
ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 87.7 2.4 7.1 92.4 3.6 4.3

ﾁｱﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ 35.8 10.3 24.2 39.5 12.1 16.3
ｱｻﾞﾒﾁﾎｽ 79.2 4.6 8.6 82.5 6.0 6.0
ｼﾞﾒﾁﾘﾓｰﾙ 81.7 5.7 6.1 85.6 4.5 4.5
ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ 92.7 2.6 4.8 90.7 4.7 5.5

ｲｿｷｻﾌﾙﾄｰﾙ 88.1 5.9 8.3 87.5 2.0 3.3
ﾌｪﾝﾒﾃﾞｨﾌｧﾑ 86.5 2.5 7.1 87.5 3.2 3.2
ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 95.1 12.2 12.2 98.1 8.0 8.9
ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ 90.8 7.1 8.9 93.2 6.0 6.0
ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ 89.2 2.5 7.8 89.6 4.5 4.5

ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 96.2 2.9 7.2 95.2 3.3 4.4
ｲﾌﾟﾛﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞ 92.2 3.4 5.9 93.0 4.2 4.8

ｸﾐﾙﾛﾝ 90.0 1.8 8.2 93.3 3.4 3.4
ﾌﾞﾀﾌｪﾅｼﾙ 93.2 3.4 9.6 96.2 4.6 4.6
ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ 88.0 7.5 14.9 91.2 5.0 5.0
ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ 100.5 5.3 14.8 107.8 5.3 11.1
ﾌｪﾉｷｼｶﾙﾌﾞ 100.0 2.5 8.9 95.1 4.5 4.5

ｱﾆﾛﾎｽ 94.7 1.9 7.9 93.9 4.7 5.6
ｼﾌﾙﾌｪﾅﾐﾄﾞ 96.4 2.0 7.1 92.6 4.7 5.7
ﾋﾟﾗｿﾞﾘﾈｰﾄ 76.1 4.5 9.1 75.8 9.1 9.1
ｲﾝﾄﾞｷｻｶﾙﾌﾞ 99.4 6.9 11.7 94.0 4.2 5.8
ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟ 98.2 2.8 7.5 92.5 4.2 5.3

ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟ-p-ﾃﾌﾘﾙ 64.7 9.6 28.4 61.7 11.1 23.7
ﾌﾗﾁｵｶﾙﾌﾞ 98.1 2.1 9.0 93.6 3.5 3.5
ﾗｸﾄﾌｪﾝ 98.7 1.0 10.0 95.9 3.8 3.8

ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ 27.1 18.2 78.3 23.9 32.6 67.9
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ 100.2 2.4 7.8 96.2 2.9 4.6
ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟｴﾁﾙ 91.4 3.9 12.0 87.8 4.9 9.4
ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ 104.5 6.8 20.8 104.7 9.6 18.9

ｸﾛｷﾝﾄｾｯﾄﾒｷｼﾙ 83.2 2.5 10.1 83.7 4.3 6.8
ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ1 92.6 45.6 45.6 92.5 10.7 10.7

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 91.1 2.4 7.4 93.0 3.5 3.5
ﾄﾘﾃﾞﾓﾙﾌ1 81.8 4.9 30.0 87.6 9.3 10.7
ﾄﾘﾃﾞﾓﾙﾌ2 88.6 6.1 8.4 82.4 9.5 9.5
ｵｷｻﾐﾙ 93.8 1.7 4.1 94.4 3.6 3.6
ﾒｿﾐﾙ 90.8 2.9 4.0 93.3 3.3 3.3

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 102.3 6.0 10.2 94.2 5.3 5.8
ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ 85.9 3.3 8.2 87.9 5.0 5.3

MTMC 108.5 7.1 10.5 105.9 7.9 7.9
PHC 90.9 2.4 5.7 92.1 5.3 5.3

ｱﾐﾉｶﾙﾌﾞ 86.3 3.5 6.3 87.7 2.5 2.5
ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 91.7 4.0 6.1 93.5 3.4 3.4

ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 118.4 3.4 5.5 118.2 1.7 2.7
ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 90.3 1.7 3.6 92.2 5.6 5.6
MPMC 91.0 2.6 4.6 91.9 5.0 5.0
XMC 90.1 3.9 6.7 91.6 4.6 4.6

ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 82.4 4.3 4.3 84.3 2.2 3.4
ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ 87.8 3.2 7.3 92.6 3.8 6.1
ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 87.4 2.6 5.3 90.7 3.8 3.8
ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 92.5 4.2 6.9 91.8 2.5 2.5
ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ 92.2 3.3 6.5 95.4 3.0 3.0
ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ2 92.5 38.4 39.0 96.9 5.0 6.9
ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 84.6 2.2 7.2 89.2 5.1 5.8

ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄZ 86.5 7.5 7.5 96.4 6.0 7.1
ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ 92.6 7.2 12.3 92.6 6.8 7.9

ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄE 87.3 2.4 10.0 89.6 3.4 5.1
ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ 87.5 8.2 15.8 90.2 7.8 8.0
ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ 71.8 9.0 14.7 75.8 8.3 12.6
ﾋﾟﾘﾐｶﾙﾌﾞ 93.1 3.1 4.1 94.3 6.1 6.1

ﾄﾗﾙｺｷｼｼﾞﾑ1 0.0 － － 0.0 － －
ﾄﾗﾙｺｷｼｼﾞﾑ2 0.0 － － 0.0 － －
ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 86.1 4.1 12.0 92.5 3.1 6.7

ｵﾘｻﾞﾘﾝ 85.8 3.1 11.1 94.2 4.6 4.6
ﾅﾌﾟﾛｱﾆﾘﾄﾞ 88.4 0.8 7.6 89.8 3.3 5.0

ﾒｿﾐﾙ･ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞの平均 89.3 2.1 5.1 92.9 3.3 4.1

添加濃度0.01g/g農薬名 添加濃度0.1g/g

 


